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令和７年度 「慈林荘」地域連携推進会議 議事録 

 

 

 

 

 

■会議次第 

 (１) 地域連携推進会議構成委員紹介 

  (２) 理事長挨拶  

  (３) 「共同生活援助事業所 慈林荘」について 

  (４) 「短期入所事業所 ステイホームいいづか」について 

（５) 意見交換・質疑応答（会議に参加された委員の方々からのご意見・感想など 

  （６） ホーム見学 

 

1. 地域連携推進会議構成委員紹介 

委員名簿に沿って順次ご起立いただき、ご紹介しました。 

２．理事長挨拶：「障害者の地域生活の場づくり」と「地域連携推進会議」の目的について 

   グループホームは、障害のある方々の「地域で暮らす生活の場」として平成元年に制度化されま

した。それまでは、家庭で過ごすことができなくなった障害者は、人里離れた「入所施設」で集団

生活をしていました。昭和５６年の「国際障害者年」を契機に、「完全参加と平等」の理念のもとに、

障害があっても「住み慣れた地域で暮らし続けること」ができる「生活の場」として、「グループホ

ーム」の制度がつくられた経緯があります。また、埼玉県においても、昭和 63 年に国に先駆けて

県の単独事業として無認可（制度外）の「心身障害者生活ホーム事業」を立ち上げていました。 

   そうした状況の中で、川口市では、平成６年にひらく会が県の補助事業を活用して、市内初めて

のグループホーム「生活ホーム慈林荘」を開設しました。その後、ひらく会では 6 カ所のホームを

整備しましたが、市内のホームの数は 10 カ所程度でなかなか増えることなく 10 数年が経過しまし

た。 

  ■会議名：慈林荘 地域連携推進会議 

  ■概要 

    ・日 時 ：令和８年３月１４日（土）  14：00～16：30 

・場 所 ：社会福祉法人ひらく会 みんと（2 階：作業室） 

・出席者：利用者 3 名、保護者 3 名、地域の方 3 名、民生委員・児童委員 1 名、障害福祉課 1 名、

福祉に知見のある方 1 名、法人関係者 8 名 
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その後、 平成１９年に「障害者自立支援法」が施行されたことを契機に、障害者の地域生活をめ

ぐる状況は大きく変化しました。平成 20 年代後半からグループホームの数も徐々に増え、令和元

年以降から急激に増加しました。市内のグループホームの数は、令和元年 2 月には 33 カ所（総定

員 215 名）であったものが、現在（令和 8 年 3 月）では 112 カ所（総定員 621 名）と、この 7 年

間だけで施設数は 3.4 倍、総定員数は 2.9 倍となりました。 

   こうしたグループホーム急増の背景には、保護者の高齢化により家庭での暮らしが困難となった

方の増加や国の入所施設縮小方針により、重度障害者の生活の場が不足し施設入所待機者が増加し

たことなどから、グループホームへのニーズが拡大した事情があります。しかし、その一方で株式

会社等民間の事業主体によるホームが増加した結果、中には、営利を重視するあまり、利用者から

の利用料を不適切に使用（搾取）し、食費を削って粗末な食事提供を行ったり、利用者に対し必要

な支援を行わず室内に閉じ込めているなどの虐待事例が多発する事態となっています。 

   こうした状況を踏まえて、国においては、グループホームと地域との繋がりを強化し、ホームで

の利用者の様子や施設サービスの実態などの透明性を高め、サービスの質や利用者の権利擁護等を

確保していくために、すべてのグループホーム事業者に対し、この「地域連携推進会議」を開催す

ることを今年度から義務化したところです。 

   委員の皆様には、本日の施設見学と意見交換の機会を通しまして、忌憚なくご意見・ご感想をい

ただきますとともに、今後とも地域の福祉資源としての障害者グループホームについて、ご理解を

深めていただければ大変ありがたく存じます。 

 

３．「共同援助事業所 慈林荘」について 

   ひらく会では、「慈林荘」をはじめ市内 8 カ所にグループホームを設置し、総定員 51 名（男 31

名、女 20 名）が生活しています。主に知的障害の方を対象としており、障害の程度は、軽度（支援

区分 1・2）の方が 2 名、中度（区分 3・4）の方が 39 名、重度（区分 5・6）の方が 10 名となって

います。 

   ホームの利用料は、月額で食費 25,000 円、日用品費 5,000 円、光熱水費 10,000 円～12,000 円、

居住費 21,000 円～45,000 円で、合計 61,000 円～87,000 円となっています。光熱水費と居住費に

ついては、ホームの立地や設備・環境、定員数等の相違があるためホームごとに異なります。 

   なお、低所得者や生活保護の受給者に対しては月 1 万円の「家賃補助（特定障害者特別給付費）」

が支給されていますが、この制度が利用できない方については、法人独自の制度として月額 2,000

円を減免しています。 

   グループホームでは、365 日途切れることなく利用者一人一人の特性に配慮した支援を行い、日

常生活を支えています。また、利用者の誕生会やクリスマス会などの季節行事や交流旅行などの余

暇活動に取り組み、共に暮らす仲間として意識を高めるとともに、日常の食事についてもすべてス

タッフの手作り料理を提供するなど、家庭的な暖かい雰囲気を大切にしています。このほか、年 2

回の防災・避難訓練を行うほか、地域の行事にもできるだけ参加するように努めています。 
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４．「短期入所事業所 ステイホームいいづか」について 

短期入所（ショートステイ）事業は、利用者さんが家庭を離れて、仲間と共に過ごす生活を体

験できる場として、また、保護者の方の都合などにより家庭で過ごすことができない場合に、一

時的にお預かりをする場として、利用していただいています。 

ひらく会では、市内 2 カ所のホーム（飯塚荘・吉岡荘）に短期入所者専用の部屋を設けていま

す。障害があっても、地域で安心して暮らしていくための欠かせない資源として、今後とも役割

を果たしていきます。 

５．意見交換・質疑応答 

① ホームの利用者さんから（平日や休日の過ごし方等について） 

   ・A さん：ホームで暮らしながら、介護の仕事を 16 年している。デイサービスで入浴介助など

の力仕事をしている。 

   ・B さん：市内の●●●●（就労支援 B 型事業所）に通所している。休みの日はヘルパーさんと

外出して、買い物（CD や歌の本など）をして、長崎ちゃんぽんを食べた。スターバ

ックスでコーヒーを飲んだ。 

   ・C さん：自転車で外出するのが好き。最近はイオンへ自転車で行った。夜は、お酒を呑むのが

楽しみ。 

 ② 会議に参加された委員の方々から（ご意見・感想・質問等について） 

・A さん（福祉の知見を有する方：市内でグループホームを運営している事業管理者） 

ひらく会のホームの暖かさが伝わった。手づくり料理の大変さとやり甲斐を感じた。

当法人では、朝食は手づくりだが夕食までは手が回らない。本当は夕食も手づくりで

提供したいのだが……。本日は、参加できてよかった。 

・B さん（ホーム利用者のご家族の方） 

        自分の息子がホームでお世話になっている。息子は、スペシャルオリンピックスに加

入し、水泳を頑張っている。息子には、社会参加を大切にしてほしいと考えている。

ホームに入居しても、家族とのつながりを大事にしており、日曜日には必ず家族で昼

食を共にしている。 

・C さん（ホーム利用者のご家族の方） 

        うまく言えないが、娘がホームで生活している。いろいろと迷惑をかけているのでは

ないか。スタッフさんには、大変な想いをさせているのではないかと心配している。 

※ホームから → そんなことはありません。みんなと仲良く過ごしていただいています。 

・D さん（ホーム所在地域に居住している方：元ホームスタッフ経験者） 

        以前、ホームのスタッフとして支援にあたっていた。退職後、支援をしていた利用者

さんに道端で偶然出会った。明るく声をかけてもらい、自分のことを覚えていてくれ

たことがうれしかった。 

※ホームから → ホームのスタッフには、地域にお住いの方もいらっしゃいます。ホーム

の近隣の方たちのご理解につながっていて、ありがたく思っています。 
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・E さん（ホーム所在地域に居住している方：町会役員） 

        ホームの利用者さんには、いつも町会の古紙回収の際に積み込みのお手伝いをしても

らっている。助かっている。 

※ホームから → 利用者さんも、古紙回収日を楽しみにしています。これからもよろしく

お願いします。     

・F さん（ホーム所在地域に居住している方：町会長） 

        地域の小学校には、特別支援学級がある。子どもたちにも障害のある方との触れ合い

の機会を大切にしてもらいたいので、ホームの利用者の方々も町会行事などに参加し

てもらいたい。 

      ※ホームから → ありがとうございます。地域との関りを深めていきたいと思っています

ので、ぜひ参加させていただきます。 

   ・G さん（ホーム所在地域に居住している方：民生・児童委員）  

        ホームでの様子を知ることができてよかった。町会イベントなどの声掛けをしていき

たい。参加できるならぜひ参加してほしい。 

      ※ホームから → 委員さんのお近くのホームは、昨年の 6 月に新設したところで、まだ地

域の皆様にホームのことを知っていただく機会もなかったので、今日の

出会いをきっかけに、町会イベントなどに参加させていただければ大変

ありがたく思います。今後ともよろしくお願いします。 

 

６．ホーム見学 

３グループに分かれて、それぞれ３ホームの見学を実施。 

 

①飯塚荘・前川荘・赤井荘 ②第２吉岡荘・あづま荘・飯塚荘 ③木曽呂荘・峯荘・慈林荘 


